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■ 調査の目的 

今回の調査は，国際的な都市間競争と留学生の獲得競争が激しさを増していく中で，今後，

福岡市が，優秀な留学生の呼込みと地元での創業・就職による定着促進を図る上での課題や必

要な支援について，洗い出しを行い，留学生がグローバル人材として活躍できるまちの実現に

向けて戦略的に施策を展開していくための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

 

■ 調査実施 

（１）調査主体：福岡市 

（２）集  計：（株）サーベイリサーチセンター 

 

 

■ 調査期間 

平成29年12月11日（月）～平成30年１月10日（火） 

 

 

■ 調査方法 

（１）調 査 対 象：福岡都市圏の大学・短大22校に在籍する外国人留学生4,802人 

（２）配布と回収：各大学の留学生課等を通じて配付し，郵送にて回収 

（３）回 答 者 数：941人 

 

 

■ 調査の項目 

 Ⅰ 回答者の属性 

Ⅱ 留学について 

Ⅲ 日常生活について 

Ⅳ 卒業後の計画について 

Ⅴ 日本での就職について 

Ⅵ 帰国後の計画について 

Ⅶ 日本での創業について 
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Ⅰ 回答者の属性 

①出身国・地域 

出身国・地域は，「中国」（48.0％）が最も多く，次いで「ベトナム」（8.7％），「インドネシ

ア」（6.7％）の順である。回答者の出身国・地域の総計は62か国・地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②居住地 

居住地は，『福岡市』（87.5％）が約９割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中国

48.0%

ベトナム

8.7%

インドネシア

6.7%

韓国

5.2%

タイ

3.8%

その他アジアの

国

16.4%

その他の国

10.5%

無回答

0.6%

全 体(N=941)

【出身国・地域】 

福岡市

87.5%

その他

11.6%

無回答

1.0%

全 体(N=941)

【居住地】 

福岡市東区

29.9%

福岡市博多区

8.4%

福岡市中央区

5.6%
福岡市南区

6.9%
福岡市城南区

3.0%

福岡市早良区

2.7%

福岡市西区

31.0%

その他

11.6%

無回答

1.0%

全 体(N=941)

【居住地（８区分）】 
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③年齢 

年齢は，「21～25歳」（43.4％）が最も多く，次いで「26～30歳」（35.7％），「31～35歳」（10.3％）

の順である。年齢の平均は26.2歳である。 

 

④福岡での滞在期間 

福岡での滞在期間は，「１年以上２年未満」（22.0％）が最も多く，次いで「２年以上３年未

満」（21.0％），「１年未満」（20.5％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤所属課程 

所属課程は，「大学院修士課程」（30.5％）が最も多く，次いで「大学院博士課程」（27.7％），

「学部課程（交換留学・短期留学を除く）」（20.4％）の順である。 

 

⑥専攻分野 

専攻分野は，「工学」（36.7％）が最も多く，次いで「社会科学」（20.5％），「人文科学」（10.3％）

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０歳以下

5.4%

２１～２５歳

43.4%２６～３０歳

35.7%

３１～３５歳

10.3%

３６～４０歳

3.2%

４１歳以上

0.7%

無回答

1.3%

全 体(N=941)

【年齢】 

１年未満

20.5%

１年以上

２年未満

22.0%
２年以上

３年未満

21.0%

３年以上

４年未満

15.4%

４年以上

５年未満

8.9%

５年以上

６年未満

4.4%

６年以上

5.3%
無回答

2.4%

全 体(N=941)

【福岡での滞在期間】 

【所属課程】 

学部課程（交換

留学・短期留学

を除く）

20.4%

大学院修士課程

30.5%

大学院博士課程

27.7%

研究生

11.3%

聴講生

1.0%

交換留学生・

短期留学生

5.0%

短期大学

2.2%

その他

1.2% 無回答

0.7%

全 体(N=941)

【専攻分野】 

人文科学

10.3%

社会科学

20.5%

理学

7.8%

工学

36.7%

農学

3.7%

医学・歯学・

看護学

4.4%

薬学

1.9%

家政学

1.0%

教育学

0.6%

芸術学

1.7%

その他

10.5%

無回答

1.0%

全 体(N=941)
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⑦留学区分 

留学区分は，「私費留学生」（57.5％）が最も多く，次いで「文部科学省の「国費外国人留学

生」（文部科学省の「学習奨励費」受給者を除く）」（20.6％），「政府派遣留学生（母国の政府か

ら奨学金を受給している留学生）」（10.0％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧同居人の有無 

同居人の有無は，「いない」（52.3％）が「いる」（47.3％）より多い。 

 

⑨同居人の種類 

同居人の種類は，「留学生の友人・知人」（56.9％）が最も多く，次いで「配偶者（夫・妻）・

パートナー」（24.9％），「日本人の友人・知人」（14.2％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文部科学省の

「国費外国人留

学生」（文部科学

省の「学習奨励

費」受給者を除

く）

20.6%

政府派遣留学生

（母国の政府から

奨学金を受給し

ている留学生）

10.0%

私費留学生

57.5%

その他

11.5%

無回答

0.4%

全 体(N=941)

【留学区分】 

いる

47.3%

いない

52.3%

無回答

0.4%

全 体(N=941)

【同居人の有無】 

56.9

24.9

14.2

11.2

2.9

1.1

9.2

1.3

0 20 40 60
（％）

全 体(n=445)

留学生の友人・知人

配偶者（夫・妻）・パートナー

日本人の友人・知人

子ども

兄弟・姉妹

親

その他

無回答

【同居人の種類】 
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Ⅱ 留学について 

（１）留学の情報（問10）                        

①留学情報の入手媒体 

留学情報の入手媒体は，「インターネット・ＳＮＳ」（65.6％）が最も多く，次いで「留学

経験のある友人・知人」（51.1％），「母国の学校の先生・職員」（44.5％）の順である。 

 

②利用したホームページ 

利用したホームページは，「日本の大学のホームページ」（68.9％）が最も多く，次いで「留

学情報を集めたホームページ」（34.0％），「母国の大学のホームページ」（19.4％）の順であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.6

51.1

44.5

17.9

14.1

9.5

8.0

7.3

4.6

3.6

0.1

0 20 40 60 80
（％）

全 体(N=941)

インターネット・ＳＮＳ

留学経験のある友人・知人

母国の学校の先生・職員

家族・親戚

日本の大学

留学エージェント・留学斡旋業者（留学に必要な準備・
手続きをサポートする企業）

日本留学フェア・教育展

日本大使館・領事館

新聞・雑誌

その他

無回答

【留学情報の入手媒体】 

68.9

34.0

19.4

16.0

10.2

5.5

0.6

0 20 40 60 80
（％）

全 体(n=617)

日本の大学のホームページ

留学情報を集めたホームページ

母国の大学のホームページ

FacebookやTwitterなどのSNS

日本の行政や企業のホームページ

その他

無回答

【利用したホームページ】 
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（２）留学先を選ぶ際に重視した点（問11）                   

留学先を選ぶ際に重視した点は，「専攻分野において，質の高い学問・研究が期待できるか

どうか」（74.2％）が最も多く，次いで「留学先で奨学金を受給できるかどうか」（40.8％），

「将来，母国や母国以外の国で進学・就職するときに有利かどうか」（35.9％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）留学先に福岡を選んだ理由（問12）                  

留学先に福岡を選んだ理由は，「留学したい大学（学部・専攻）があったため」（68.4％）

が最も多く，次いで「福岡が生活しやすそうと感じたため」（46.9％），「福岡に留学した経験

がある友人・知人に勧められたため」（23.1％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

74.2

40.8

35.9

30.3

27.6

22.0

12.6

10.1

5.6

2.4

0.5

0 20 40 60 80
（％）

全 体(N=941)

専攻分野において，質の高い学問・研究が
期待できるかどうか

留学先で奨学金を受給できるかどうか

将来，母国や母国以外の国で進学・
就職するときに有利かどうか

留学先の生活費が安いかどうか

留学先の文化や生活習慣が自分に合うかどうか

留学先で就職・創業できるかどうか

現地に留学した経験がある友人・知人が
勧めているかどうか

母国の先生・職員が勧めているかどうか

家族・親戚が勧めているかどうか

その他

無回答

【留学先を選ぶ際に重視した点】 

68.4

46.9

23.1

19.4

18.5

18.3

15.4

9.7

9.2

5.8

0.2

0 20 40 60 80
（％）

全 体(N=941)

留学したい大学（学部・専攻）が
あったため

福岡が生活しやすそうと感じたため

福岡に留学した経験がある友人・知人に
勧められたため

福岡の留学生のサポート体制が
充実しているため

福岡に友人・知人がいたため

母国の先生・職員に勧められたため

福岡と母国が近いため

将来，福岡で就職・創業したかったため

福岡に来たことがあったため

その他

無回答

【留学先に福岡を選んだ理由】 
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Ⅲ 日常生活について 

（１）福岡での生活の満足度（問13）                      

福岡での生活の満足度は，「満足している」（56.2％）が最も多く，次いで「だいたい満足

している」（34.5％），「どちらともいえない」（5.6％）の順である。 

「満足している」と「だいたい満足している」を合わせた『満足している』の割合は90.8％，

「不満である」と「やや不満である」を合わせた『不満である』の割合は2.9％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の調査結果と比較すると，『満足している』（90.8％）の割合は，平成11年度（68.8％）

から22.0ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足している

56.2%

だいたい

満足している

34.5%

どちらとも

いえない

5.6%

やや

不満である

1.8%

不満である

1.1% 無回答

0.7%

全 体(N=941)

【福岡での生活の満足度】 

『満足している』

90.8%

どちらとも

いえない

5.6%

『不満である』

2.9%
無回答

0.7%

全 体(N=941)

【福岡での生活の満足度（３区分）】 

90.889.386.3

72.1
68.8

0

20

40

60

80

100

（％）

29年度
(N=941)

26年度
(N=1,132)

21年度
(N=663)

16年度
(N=670)

11年度
(N=596)

【福岡での生活の満足度（経年）】 
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（２）日常生活の悩みや困っていること（問14）               

①日常生活で悩んでいることや困っていること 

日常生活で悩んでいることや困っていることは，「日本人学生との交流が少ない」（41.1％）

が最も多く，次いで「言葉が通じない」（40.7％），「物価（ものの値段）が高い」（40.5％）

の順である。 

 

②住んでいる地域の住民とのトラブルの内容 

トラブルの内容は，「騒音（音がうるさい）」（25.8％）が最も多く，次いで「ごみの捨て方」

（23.1％），「駐車・駐輪」（16.4％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.1

40.7

40.5

24.7

23.9

23.8

16.9

16.7

16.7

15.1

12.6

8.7

6.3

6.0

5.1

4.3

2.3

5.0

7.7

0.3

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(N=941)

日本人学生との交流が少ない

言葉が通じない

物価（ものの値段）が高い

住んでいる地域の住民との交流が少ない

住んでいる地域の住民とのトラブル

趣味や遊びを楽しむ時間や場所がない

奨学金がもらえない

食事が合わない

ホームシック

困ったときに相談できる人がいない

生活に必要な情報が得られない

文化・生活習慣が違う

病院などの医療サービスに関する問題

アルバイトが見つからない

住む家が見つからない

宗教に関する問題

子育て，子供の教育に関する問題

その他

特にない

無回答

【日常生活で悩んでいることや困っていること】 

25.8

23.1

16.4

14.7

10.2

23.6

0.4

0 10 20 30
（％）

全 体(n=225)

騒音（音がうるさい）

ごみの捨て方

駐車・駐輪

町内会費などの金銭の支払い

地域の行事

その他

無回答

【トラブルの内容】 
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（３）困っていることや悩んでいることの相談相手（問15）         

困っていることや悩んでいることの相談相手は，「留学生の友人」（75.8％）が最も多く，

次いで「日本人の友人」（44.7％），「家族・親戚」（38.8％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.8

44.7

38.8

32.0

26.5

3.9

3.8

3.6

2.0

1.9

1.2

3.5

0.3

0 20 40 60 80
（％）

全 体(N=941)

留学生の友人

日本人の友人

家族・親戚

大学の先生

大学の職員・相談窓口

保証人

地域の住民

福岡県留学生サポートセンター・
福岡県国際交流センター

大使館・領事館

相談相手はいない

福岡よかトピア国際交流財団
（福岡市国際会館）

その他

無回答

【困っていることや悩んでいることの相談相手】 
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（４）福岡の生活環境の満足度（問16）                    

福岡の生活環境の満足度は，「① 自然が豊かである」（81.4％）が最も高く，次いで「④ 食

べ物が新鮮でおいしい」（79.0％），「⑮ 住んでいる人が親切である」（75.9％）の順である。 

一方，「悪い，不満である」の割合は，「③ 物価（ものの値段）が安い」（30.5％）が最も

高く，次いで「⑤ 住む家を探しやすい」（14.3％），「⑦ 母国への交通機関が充実しており，

利用しやすい」（13.0％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【福岡の生活環境の満足度】 

81.4 

74.4 

28.1 

79.0 

43.7 

71.4 

65.7 

36.0 

48.4 

73.8 

22.4 

49.8 

65.0 

61.4 

75.9 

75.0 

15.4 

17.2 

40.2 

16.5 

40.5 

16.7 

19.8 

49.6 

42.2 

21.9 

69.7 

40.1 

28.5 

29.0 

20.1 

19.9 

1.8 

7.2 

30.5 

3.3 

14.3 

10.4 

13.0 

12.9 

8.0 

3.0 

4.9 

8.4 

5.1 

8.1 

2.8 

3.8 

1.4 

1.2 

1.3 

1.3 

1.5 

1.5 

1.6 

1.5 

1.5 

1.4 

3.0 

1.7 

1.4 

1.5 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い，満足している わからない 悪い，不満である 無回答

①自然が豊かである

② 買い物などの日常生活が

しやすい

③物価（ものの値段）が安い

④食べ物が新鮮でおいしい

⑤住む家を探しやすい

⑥電車，バスなどの交通機関が

利用しやすい

⑦母国への交通機関が充実して

おり，利用しやすい

⑧ アルバイトを見つけやすい

⑨芸術や文化活動を楽しめる

⑩質の良い学習・研究が出来る

⑪ 子育て，子どもの教育が

しやすい

⑫医療機関（病院など）が

利用しやすい

⑬犯罪が少ない

⑭自然災害が少ない

⑮住んでいる人が親切である

⑯ 住んでいる人のマナーが良い

全 体（N=941）
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（５）日本語能力（問17）                        

話すこと・聞くことは，「だいたいできる」（44.3％）が最も多く，次いで「できる」（25.0％），

「あまりできない」（24.3％）の順である。「できる」と「だいたいできる」を合わせた『で

きる』の割合は69.3％，「ほとんどできない」と「あまりできない」を合わせた『できない』

の割合は29.8％である。 

読むこと・書くことは，「だいたいできる」（38.9％）が最も多く，次いで「できる」（29.5％），

「あまりできない」（20.9％）の順である。「できる」と「だいたいできる」を合わせた『で

きる』の割合は68.4％，「ほとんどできない」と「あまりできない」を合わせた『できない』

の割合は29.2％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.0 

29.5 

44.3 

38.9 

24.3 

20.9 

5.4 

8.3 

1.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる だいたいできる あまりできない ほとんどできない 無回答

話すこと・聞くこと

読むこと・書くこと

全 体（N=941）

【日本語能力】 

69.3 

68.4 

29.8 

29.2 

1.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『できる』 『できない』 無回答

話すこと・聞くこと

読むこと・書くこと

全 体（N=941）

【日本語能力（２区分）】 
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（６）１か月の生活費（問18）                       

１か月の生活費は，『80,000円～109,999円』（31.9％）が最も多く，次いで『50,000円～79,999

円」（29.0％），『110,000円～139,999円』（15.3％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6
3.7

5.7

8.6 8.9

11.5
10.5

9.2

12.1

5.8 6.3

3.2

11.5

0.3

0

5

10

15

20

（％） 全 体(N=941)

３
０
，
０
０
０
円
未
満

３
０
，
０
０
０
円
～
３
９
，
９
９
９
円

４
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円

５
０
，
０
０
０
円
～
５
９
，
９
９
９
円

６
０
，
０
０
０
円
～
６
９
，
９
９
９
円

７
０
，
０
０
０
円
～
７
９
，
９
９
９
円

８
０
，
０
０
０
円
～
８
９
，
９
９
９
円

９
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円

１
０
０
，
０
０
０
円
～
１
０
９
，
９
９
９
円

１
１
０
，
０
０
０
円
～
１
１
９
，
９
９
９
円

１
２
０
，
０
０
０
円
～
１
２
９
，
９
９
９
円

１
３
０
，
０
０
０
円
～
１
３
９
，
９
９
９
円

１
４
０
，
０
０
０
円
以
上

無
回
答

【１か月の生活費】 

12.0 

7.6 

8.1 

29.0 

37.6 

33.5 

31.9 

34.6 

28.5 

15.3 

11.9 

14.8 

11.5 

7.0 

10.0 

0.3 

1.2 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『５０，０００円未満』 『５０，０００円～７９，９９９円』
『８０，０００円～１０９，９９９円』 『１１０，０００円～１３９，９９９円』
１４０，０００円以上 無回答

29年度

(N=941)

26年度

(N=1,132)

21年度

(N=663)

【１か月の生活費（経年）】 

『５０，０００円

未満』

12.0%

『５０，０００円～

７９，９９９円』

29.0%

『８０，０００円～

１０９，９９９円』

31.9%

『１１０，０００円～

１３９，９９９円』

15.3%

１４０，０００円

以上

11.5%

無回答

0.3%

全 体(N=941)

【１か月の生活費（５区分）】 



- 13 - 

（７）奨学金の受給状況（問19）                      

①奨学金を受けているか 

奨学金を受けているかは，「はい」（56.1％）が「いいえ」（42.4％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい

56.1%

いいえ

42.4%

無回答

1.5%

全 体(N=941)

【奨学金を受けているか】 
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②１か月の奨学金受給額 

１か月の奨学金受給額は，『100,000円以上』（64.0％）が最も多く，次いで『30,000円～59,999

円」（15.7％），『60,000円～99,999円』（10.8％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0
6.3

2.5

11.2

2.1 1.1
4.4 3.6 1.7 2.1 2.3 1.9 2.1

55.7

0.2
0

20

40

60

（％） 全 体(n=528)

２
０
，
０
０
０
円
未
満

２
０
，
０
０
０
円
～
２
９
，
９
９
９
円

３
０
，
０
０
０
円
～
３
９
，
９
９
９
円

４
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円

５
０
，
０
０
０
円
～
５
９
，
９
９
９
円

６
０
，
０
０
０
円
～
６
９
，
９
９
９
円

７
０
，
０
０
０
円
～
７
９
，
９
９
９
円

８
０
，
０
０
０
円
～
８
９
，
９
９
９
円

９
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円

１
０
０
，
０
０
０
円
～
１
０
９
，
９
９
９
円

１
１
０
，
０
０
０
円
～
１
１
９
，
９
９
９
円

１
２
０
，
０
０
０
円
～
１
２
９
，
９
９
９
円

１
３
０
，
０
０
０
円
～
１
３
９
，
９
９
９
円

１
４
０
，
０
０
０
円
以
上

無
回
答

【１か月の奨学金受給額】 

『３０，０００円

未満』

9.3%

『３０，０００円～

５９，９９９円』

15.7%

『６０，０００円～

９９，９９９円』

10.8%

『１００，０００円

以上』

64.0%

無回答

0.2%

全 体(n=528)

【１か月の奨学金受給額（４区分）】 

【１か月の奨学金受給額 

（「奨学金を受けていない」を含む）】 

42.4

1.7 3.5 1.4
6.3

1.2 0.6 2.4 2.0 1.0 1.2 1.3 1.1 1.2

31.2

1.6

0

10

20

30

40

50

（％） 全 体(N=941)

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

２
０
，
０
０
０
円
未
満

２
０
，
０
０
０
円
～
２
９
，
９
９
９
円

３
０
，
０
０
０
円
～
３
９
，
９
９
９
円

４
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円

５
０
，
０
０
０
円
～
５
９
，
９
９
９
円

６
０
，
０
０
０
円
～
６
９
，
９
９
９
円

７
０
，
０
０
０
円
～
７
９
，
９
９
９
円

８
０
，
０
０
０
円
～
８
９
，
９
９
９
円

９
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円

１
０
０
，
０
０
０
円
～
１
０
９
，
９
９
９
円

１
１
０
，
０
０
０
円
～
１
１
９
，
９
９
９
円

１
２
０
，
０
０
０
円
～
１
２
９
，
９
９
９
円

１
３
０
，
０
０
０
円
～
１
３
９
，
９
９
９
円

１
４
０
，
０
０
０
円
以
上

無
回
答

【１か月の奨学金受給額 

（「奨学金を受けていない」を含む）（５区分）】 

奨学金を

受けていない

42.4%

『３０，０００円

未満』

5.2%

『３０，０００円～

５９，９９９円』

8.8%

『６０，０００円～

９９，９９９円』

6.1%

『１００，０００円

以上』

35.9%

無回答

1.6%

全 体(N=941)
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③奨学金を受けていない理由 

奨学金を受けていない理由は，「奨学金を受給したいが，受給できる奨学金が無いから」

（31.3％）が最も多く，次いで「奨学金を申し込んだが，合格しなかったから」（26.6％），

「どんな奨学金があるのか知らないから」（24.6％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④必要だと思う１か月あたりの奨学金の額 

必要だと思う１か月あたりの奨学金の額は，『100,000円以上』（43.5％）が最も多く，次い

で『30,000円～59,999円』（26.2％），『60,000円～99,999円』（15.8％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.3 1.8
4.1

5.8
8.8

11.6

3.5 3.8 4.7 3.8

7.8

1.1
4.1

2.3

28.2

6.2

0

10

20

30

（％） 全 体(N=941)

必
要
な
い

２
０
，
０
０
０
円
未
満

２
０
，
０
０
０
円
～
２
９
，
９
９
９
円

３
０
，
０
０
０
円
～
３
９
，
９
９
９
円

４
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円

５
０
，
０
０
０
円
～
５
９
，
９
９
９
円

６
０
，
０
０
０
円
～
６
９
，
９
９
９
円

７
０
，
０
０
０
円
～
７
９
，
９
９
９
円

８
０
，
０
０
０
円
～
８
９
，
９
９
９
円

９
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円

１
０
０
，
０
０
０
円
～
１
０
９
，
９
９
９
円

１
１
０
，
０
０
０
円
～
１
１
９
，
９
９
９
円

１
２
０
，
０
０
０
円
～
１
２
９
，
９
９
９
円

１
３
０
，
０
０
０
円
～
１
３
９
，
９
９
９
円

１
４
０
，
０
０
０
円
以
上

無
回
答

【必要だと思う１か月あたりの奨学金の額】 

必要ない

2.3%

『３０，０００円

未満』

6.0%

『３０，０００円～

５９，９９９円』

26.2%

『６０，０００円～

９９，９９９円』

15.8%

『１００，０００円

以上』

43.5%

無回答

6.2%

全 体(N=941)

【必要だと思う１か月あたりの 

奨学金の額（５区分）】 

どんな奨学金が

あるのか知らな

いから

24.6%

奨学金を受給し

たいが，受給でき

る奨学金が無い

から

31.3%

奨学金を受給し

たいが，日本語

の書類の作成や

面接ができない

から

9.0%

奨学金を申し込

んだが，合格しな

かったから

26.6%

奨学金を受給す

る必要が無いか

ら

4.5%

無回答

4.0%

全 体(n=399)

【奨学金を受けていない理由】 
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（８）アルバイトの状況（問20）                     

①アルバイトの有無 

アルバイトの有無は，「いいえ」（54.9％）が「はい」（44.5％）より多い。 

 

②アルバイトの内容 

アルバイトの内容は，「飲食店（ファストフード店，レストランなど）」（23.4％）が最も多

く，次いで「ＴＡ・ＲＡ・チューター」（22.0％），「コンビニエンスストア」（21.7％）の順

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい

44.5%

いいえ

54.9%

無回答

0.5%

全 体(N=941)

【アルバイトの有無】 

23.4

22.0

21.7

17.4

12.6

7.9

7.9

5.0

2.9

2.1

1.4

0.7

6.4

0.7

0 10 20 30
（％）

全 体(n=419)

飲食店（ファストフード店，レストランなど）

ＴＡ（Teaching Assistant）・ＲＡ（Research Assistant）・
チューター

コンビニエンスストア

接客・販売（飲食店・コンビニエンスストアを除く）

通訳・翻訳・ガイド

学内アルバイト（学校の図書館など）

語学教師・塾講師・家庭教師

工場・製造

ホテル・旅館

一般事務・経理事務

清掃・警備

プログラマー・オペレーター

その他

無回答

【アルバイトの内容】 
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③１か月あたりのアルバイト収入 

１か月あたりのアルバイト収入は，『30,000円～59,999円』（37.9％）が最も多く，次いで

『60,000円～99,999円』（30.5％），『30,000円未満』（21.2％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.1

8.1

15.5

11.0 11.5

6.9 7.2

10.0

6.4

2.9 2.1
0.7 0.7 0.2

3.6

0

5

10

15

20

（％） 全 体(n=419)

２
０
，
０
０
０
円
未
満

２
０
，
０
０
０
円
～
２
９
，
９
９
９
円

３
０
，
０
０
０
円
～
３
９
，
９
９
９
円

４
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円

５
０
，
０
０
０
円
～
５
９
，
９
９
９
円

６
０
，
０
０
０
円
～
６
９
，
９
９
９
円

７
０
，
０
０
０
円
～
７
９
，
９
９
９
円

８
０
，
０
０
０
円
～
８
９
，
９
９
９
円

９
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円

１
０
０
，
０
０
０
円
～
１
０
９
，
９
９
９
円

１
１
０
，
０
０
０
円
～
１
１
９
，
９
９
９
円

１
２
０
，
０
０
０
円
～
１
２
９
，
９
９
９
円

１
３
０
，
０
０
０
円
～
１
３
９
，
９
９
９
円

１
４
０
，
０
０
０
円
以
上

無
回
答

【１か月あたりのアルバイト収入】 

『３０，０００円

未満』

21.2%

『３０，０００円～

５９，９９９円』

37.9%

『６０，０００円

～

９９，９９９円』

30.5%

『１００，０００円

以上』

6.7%

無回答

3.6%

全 体(n=419)

【１か月あたりの 

アルバイト収入（４区分）】 

【１か月あたりのアルバイト収入 

（「アルバイトをしていない」を含む）】 

54.9

5.8 3.6
6.9 4.9 5.1 3.1 3.2 4.5 2.9 1.3 1.0 0.3 0.3 0.1 2.1

0

20

40

60

（％） 全 体(N=941)

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
な
い

２
０
，
０
０
０
円
未
満

２
０
，
０
０
０
円
～
２
９
，
９
９
９
円

３
０
，
０
０
０
円
～
３
９
，
９
９
９
円

４
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円

５
０
，
０
０
０
円
～
５
９
，
９
９
９
円

６
０
，
０
０
０
円
～
６
９
，
９
９
９
円

７
０
，
０
０
０
円
～
７
９
，
９
９
９
円

８
０
，
０
０
０
円
～
８
９
，
９
９
９
円

９
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円

１
０
０
，
０
０
０
円
～
１
０
９
，
９
９
９
円

１
１
０
，
０
０
０
円
～
１
１
９
，
９
９
９
円

１
２
０
，
０
０
０
円
～
１
２
９
，
９
９
９
円

１
３
０
，
０
０
０
円
～
１
３
９
，
９
９
９
円

１
４
０
，
０
０
０
円
以
上

無
回
答

【１か月あたりのアルバイト収入 

（「アルバイトをしていない」を含む）（５区分）】 

アルバイトを

していない

54.9%

『３０，０００円

未満』

9.5%

『３０，０００円～

５９，９９９円』

16.9%

『６０，０００円～

９９，９９９円』

13.6%

『１００，０００円

以上』

3.0%

無回答

2.1%

全 体(N=941)
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④アルバイトの主な目的 

アルバイトの主な目的は，「家賃，食費などの生活費を稼ぐため」（53.7％）が最も多く，

次いで「学費（授業料など）を稼ぐため」（16.7％），「日本語や日本の社会について学ぶため」

（11.7％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤アルバイトをしていない理由 

アルバイトをしていない理由は，「アルバイトをする時間がないから」（60.3％）が最も多

く，次いで「アルバイト先が見つからないから」（18.8％），「アルバイトによる収入が必要な

いから」（15.5％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

  

アルバイトによる

収入が必要ない

から

15.5%

アルバイトを

する時間が

ないから

60.3%

アルバイト先が

見つからない

から

18.8%

無回答

5.4%

全 体(n=517)

【アルバイトをしていない理由】 

学費（授業料な

ど）を稼ぐため

16.7%

勉強に必要なも

のを買うお金を

稼ぐため

6.9%

家賃，食費な

どの生活費を

稼ぐため

53.7%

趣味や旅行な

どに使うため

8.1%

母国に仕送り

をするため

1.2%

日本語や日本の

社会について学

ぶため

11.7%

無回答

1.7%

全 体(n=419)

【アルバイトの主な目的】 
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（９）イベント・行事への参加状況（問21）                  

①参加したことのあるイベント・行事 

参加したことのあるイベント・行事は，「地域の祭り，花見，花火大会」（66.7％）が最も

多く，次いで「旅行，キャンプ，ハイキング」（54.9％），「留学生会のイベント・行事」（53.7％）

の順である。また，イベント・行事に一つでも『参加したことがある』の割合は90.8％であ

る。 

 

②参加したイベント・行事の情報の入手媒体 

参加したイベント・行事の情報の入手媒体は，「留学生の友人」（71.9％）が最も多く，次

いで「日本人の友人」（39.8％），「大学の掲示板・チラシ・ポスター」（38.8％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.7

54.9

53.7

44.8

35.8

29.3

26.9

20.4

20.4

14.8

12.4

11.4

2.2

7.0

2.2

0 20 40 60 80
（％）

全 体(N=941)

地域の祭り，花見，花火大会

旅行，キャンプ，ハイキング

留学生会のイベント・行事

文化交流（お茶，生け花，音楽，料理など）

防災訓練，防犯訓練

日本人の学生との交流会

スポーツ大会

近くに住んでいる日本人との交流会

企業訪問，企業見学会

ホームステイ・ホームビジット

企業との交流会

地域での清掃活動

その他

参加したことがない

無回答

【参加したことのあるイベント・行事】 

71.9

39.8

38.8

34.9

34.3

25.9

24.0

13.6

13.5

13.0

11.2

7.8

7.1

6.8

5.4

4.4

2.8

3.0

0.5

0 20 40 60 80
（％）

全 体(n=854)

留学生の友人

日本人の友人

大学の掲示板・チラシ・ポスター

インターネット・ＳＮＳ

留学生会

大学の職員

大学の先生

学生以外の日本人

福岡県留学生サポートセンター

日本語教室

学生以外の外国人

新聞・雑誌

住んでいる地域の回覧板・掲示板

福岡よかトピア国際交流財団（福岡市国際会館）

行政機関（県・市・町）などが発行している
広報紙（市政だよりなど）

アルバイト先

テレビ・ラジオ

その他

無回答

【参加したイベント・行事の情報の入手媒体】 
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③イベント・行事に参加したことがない理由 

イベント・行事に参加したことがない理由は，「参加する時間がなかったから」（42.4％）

が最も多く，次いで「イベント・行事が行われるのを知らなかったから」（33.3％），「一緒に

参加する友人・知人がいなかったから」「日本語を上手に話せないから」（18.2％）の順であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）日本人との交流希望（問22）                       

①日本人との交流希望 

日本人との交流希望は，「交流したい」（95.6％）が９割を超えている。 

 

②日本人と交流したくない理由 

日本人と交流したくない理由は，「交流をするときに必要な日本語が上手に話せないから」

（60.0％）が最も多く，次いで「交流をするのが好きではないから」（31.4％），「その他」（2.9％）

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.4

33.3

18.2

18.2

15.2

1.5

3.0

3.0

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(n=66)

参加する時間がなかったから

イベント・行事が行われるのを知らなかったから

一緒に参加する友人・知人がいなかったから

日本語を上手に話せないから

興味がないから

参加費が高いから

その他

無回答

【イベント・行事に参加したことがない理由】 

交流したい

95.6%

交流したくない

3.7%

無回答

0.6%

全 体(N=941)

【日本人との交流希望】 

交流をするの

が好きではな

いから

31.4%

交流をするときに

必要な日本語が

上手に話せない

から

60.0%

その他

2.9%

無回答

5.7%

全 体(n=35)

【日本人と交流したくない理由】 
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（11）参加したいイベント・行事（問23）                 

参加したいイベント・行事は，「旅行，キャンプ，ハイキング」（62.8％）が最も多く，次

いで「地域の祭り，花見，花火大会」（61.8％），「文化交流（お茶，生け花，音楽，料理など）」

（57.7％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）特に必要だと感じている情報（問24）                 

特に必要だと感じている情報は，「就職・創業に関する情報」（47.5％）が最も多く，次い

で「奨学金に関する情報」（46.7％），「地域で行われるイベント・行事に関する情報」（43.3％）

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.8

61.8

57.7

44.5

40.0

39.5

39.1

34.8

33.6

33.0

23.9

20.8

1.6

1.4

0.6

0 20 40 60 80
（％）

全 体(N=941)

旅行，キャンプ，ハイキング

地域の祭り，花見，花火大会

文化交流（お茶，生け花，音楽，料理など）

企業訪問，企業見学会

留学生会のイベント・行事

日本人の学生との交流会

近くに住んでいる日本人との交流会

ホームステイ・ホームビジット

企業との交流会

スポーツ大会

防災訓練，防犯訓練

地域での清掃活動

その他

参加したいものがない

無回答

【参加したいイベント・行事】 

47.5

46.7

43.3

35.6

34.3

32.2

30.0

26.8

20.7

9.2

1.6

4.5

0.5

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(N=941)

就職・創業に関する情報

奨学金に関する情報

地域で行われるイベント・行事に関する情報

事故や災害などの緊急時の対応に関する情報

日常生活のルール・マナーに関する情報

病院などの医療サービスに関する情報

アルバイトに関する情報

住宅に関する情報

税金に関する情報

子育てに関する情報

その他

特にない

無回答

【特に必要だと感じている情報】 
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（13）地域情報・生活情報の入手媒体（問25）               

地域情報・生活情報の入手媒体は，「外国人の友人，知人」（45.2％）が最も多く，次いで

「日本人の友人，知人」（38.9％），「Facebook や Twitter などのＳＮＳ」（37.7％）の順であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）福岡市国際会館の利用経験（問26）                 

福岡市国際会館の利用経験は，「福岡市国際会館を知らない」（56.3％）が最も多く，次い

で「知っているが利用したことはない」（30.9％），「利用したことがある。または，現在利用

している」（12.2％）の順である。 

 

 

 

 

  

45.2

38.9

37.7

35.2

30.2

29.3

20.7

16.8

14.1

13.6

12.4

11.4

8.9

8.2

6.0

3.9

3.5

3.5

2.2

2.6

0.5

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(N=941)

外国人の友人，知人

日本人の友人，知人

FacebookやTwitterなどのＳＮＳ

大学の先生，職員

留学生会

大学の掲示板，相談窓口

新聞・雑誌

テレビ

生活ガイド「Living in Fukuoka」

その他インターネット

福岡市ホームページ

福岡市が発行する広報紙「市政だより」

住んでいる地域の回覧板，掲示板

アルバイト先

福岡よかトピア国際交流財団が発行する広報紙
「Rainbow」

福岡よかトピア国際交流財団ホームページ

ラジオ

福岡市国際会館（１階窓口，４階交流フロア）

その他行政機関が発行する広報紙

その他

無回答

【地域情報・生活情報の入手媒体】 

【福岡市国際会館の利用経験】 

利用したことがあ

る。または, 現在

利用している

12.2%

知っているが利

用したことはない

30.9%

福岡市国際会館

を知らない

56.3%

無回答

0.5%

全 体(N=941)
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Ⅳ 卒業後の計画について 

（１）日本への滞在予定（問27）                     

①留学終了後の予定 

留学終了後の予定は，「日本に残る予定」（32.4％）が最も多く，次いで「すぐに帰国する

予定」（25.3％），「しばらくは日本に残るが，いずれは帰国する予定」（22.6％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日本に残りたい理由 

日本に残りたい理由は，「日本で就職したいから」（68.3％）が最も多く，次いで「大学院

や他の大学へ進学・編入したいから」（14.9％），「まだ決めていない」（6.6％）の順である。 

 

 

 

 

 

  

日本に残る予定

32.4%

しばらくは日本に

残るが，いずれ

は帰国する予定

22.6%

すぐに帰国する

予定

25.3%

母国以外の国に

行く予定

3.9%

まだ決めて

いない

14.2%

無回答

1.5%

全 体(N=941)

【留学終了後の予定】 

日本で就職

したいから

68.3%

日本で創業

したいから

5.6%

大学院や他の

大学へ進学・

編入したいから

14.9%

まだ決めて

いない

6.6%

その他

3.7%
無回答

1.0%

全 体(n=518)

【日本に残りたい理由】 
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Ⅴ 日本での就職について 

※問28～問36は，問27②で「日本で就職したいから」を選んだ回答者への設問 

（１）就職する企業を選ぶ際に重視する点（問28）              

就職する企業を選ぶ際に重視する点は，「自分の専攻分野や研究成果が生かせる」（49.2％）

が最も多く，次いで「将来性がある（将来成長する可能性がある）」（35.3％），「積極的に海

外展開をしている」（29.4％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日本で就職した場合いつまで働きたいか（問29）            

日本で就職した場合いつまで働きたいかは，「まだ決めていない」（29.4％）が最も多く，

次いで「ずっと働きたい」（27.1％），「永住権が取得できるまで」（17.5％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.2

35.3

29.4

26.6

25.4

17.8

16.7

14.1

12.4

11.3

9.9

9.6

9.6

7.6

2.3

0.6

0.3

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(n=354)

自分の専攻分野や研究成果が生かせる

将来性がある（将来成長する可能性がある）

積極的に海外展開をしている

語学力を生かせる

給与・待遇がいい

新しい技術や知識を習得する機会が多い

職場の印象や雰囲気がいい

母国に拠点・事務所がある

事業内容や業務内容に興味を持てる

有名企業である

外国人（留学生）を多く採用している

大企業である

その企業で働いた経験が，転職などで
キャリアアップを図るときに役立つ

企業の業績が安定している

若いころから仕事を任せてもらえる

その他

無回答

【就職する企業を選ぶ際に重視する点】 

ずっと働きたい

27.1%

永住権が取得

できるまで

17.5%

創業のために

必要な技術・

知識を身に

付けるまで

11.0%

転職のために

必要な技術・

知識を身に

付けるまで

8.2%

お金が貯まる

まで

5.4%

まだ決めて

いない

29.4%

無回答

1.4%

全 体(n=354)

【日本で就職した場合いつまで働きたいか】 
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（３）福岡での就職希望（問30）                     

①福岡での就職希望 

福岡での就職希望は，「福岡で就職したい」（52.3％）が最も多く，次いで「就職できるな

らどこでもいい」（33.9％），「福岡での就職は考えていない」（13.0％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②福岡で就職したい理由 

福岡で就職したい理由は，「福岡が生活しやすいから」（71.9％）が最も多く，次いで「入

社したい企業が福岡にあるから」（11.4％），「福岡は留学生の就職支援制度が充実しているか

ら」（8.6％）の順である。 

 

③福岡で就職しない理由 

福岡で就職しない理由は，「福岡以外の地域で生活したいから」（45.7％）が最も多く，次

いで「福岡には入社したい企業が見つからないから」（32.6％），「福岡にどんな企業があるの

か知らないから」（17.4％）の順である。 

 

 

 

  

福岡で就職

したい

52.3%

福岡での就職は

考えていない

13.0%

就職できるなら

どこでもいい

33.9%

無回答

0.8%

全 体(n=354)

【福岡での就職希望】 

入社したい

企業が福岡に

あるから

11.4%

福岡は留学生の

就職支援制度が

充実しているから

8.6%

他地域への就職

活動はお金が

かかるから

2.2%

福岡が生活

しやすいから

71.9%

その他

5.9%

全 体(n=185)

【福岡で就職したい理由】 

52.3 

59.8 

40.7 

13.0 

6.2 

20.3 

33.9 

31.1 

35.0 

1.8 

2.9 

0.8 

1.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福岡で就職したい 福岡での就職は考えていない
就職できるならどこでもいい その他
無回答

29年度

(N=354)

26年度

(N=338)

21年度

(N=349)

【福岡での就職希望（経年）】 

福岡には入社

したい企業が

見つからない

から

32.6%

福岡にどんな

企業があるのか

知らないから

17.4%
福岡は留学生の

就職支援制度が

充実していない

から

2.2%

福岡以外の

地域で生活

したいから

45.7%

その他

2.2%

全 体(n=46)

【福岡で就職しない理由】 
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（４）就職活動で参考にするもの（問31)                 

就職活動で参考にするものは，「大学の留学生課，就職支援部署（キャリアセンターなど）」

（62.7％）が最も多く，次いで「大学の先生」（53.7％），「インターネット・ＳＮＳ」（39.8％）

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）福岡で就職活動をする場合に必要なサポート（問32）          

福岡で就職活動をする場合に必要なサポートは，「福岡でどの企業が留学生を採用している

か知りたい」（58.2％）が最も多く，次いで「日本の就職活動のスケジュール・しくみを知り

たい」（57.1％），「面接のときの対策を知りたい」（56.2％）の順である。 

 

 

 

 

 

  

62.7

53.7

39.8

33.1

26.0

25.4

24.6

23.4

21.8

13.8

12.4

9.3

4.5

3.4

0.8

0.8

0 20 40 60 80
（％）

全 体(n=354)

大学の留学生課，就職支援部署
（キャリアセンターなど）

大学の先生

インターネット・ＳＮＳ

合同企業説明会

インターンシップ

人材紹介業者（リクルート，マイナビなど）

日本人の友人・知人

元留学生や留学生の友人・知人

福岡県留学生サポートセンター

留学生会

新聞・就職情報誌

ハローワーク（公共職業紹介所）

アルバイト先

テレビ・ラジオ

その他

無回答

【就職活動で参考にするもの】 

58.2

57.1

56.2

50.6

49.4

45.8

38.4

33.9

31.4

1.4

1.4

0 20 40 60
（％）

全 体(n=354)

福岡でどの企業が留学生を採用しているか
知りたい

日本の就職活動のスケジュール・しくみを
知りたい

面接のときの対策を知りたい

日本のビジネスマナーを知りたい

ビジネスで使う日本語を知りたい

エントリーシートの書き方・筆記試験の対策を
知りたい

福岡にどんな企業があるのか知りたい

福岡でどの企業がインターンシップを
実施しているか知りたい

就職するための在留資格の変更手続きを簡素化
してほしい（簡単にしてほしい）

その他

無回答

【福岡で就職活動をする場合に必要なサポート】 
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（６）日本でのインターンシップの経験（問33）              

①日本でのインターンシップ参加経験 

日本でのインターンシップ参加経験は，「いいえ」（77.1％）が「はい」（22.0％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日本でインターンシップに参加した時期 

日本でインターンシップに参加した時期は，「学部５年生・修士1年生」（38.5％）が最も多

く，次いで「学部３年生」（17.9％），「学部１年生」「学部６年生・修士２年生」（15.4％）の

順である。 

 ※「学部５年生」「学部６年生」は，医学，薬学など，６年制の学部に所属する者を指す。 

 

③参加したインターンシップが行われた地域 

参加したインターンシップが行われた地域は，「福岡県以外の地域にある企業」（43.6％）

が最も多く，次いで「福岡市内の企業」（39.7％），「福岡県内で，福岡市以外の地域にある企

業」（20.5％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい

22.0%

いいえ

77.1%

無回答

0.8%

全 体(n=354)

【日本でのインターンシップ参加経験】 

38.5

17.9

15.4

15.4

7.7

3.8

3.8

5.1

0 10 20 30 40
（％）

全 体(n=78)

学部５年生・修士１年生

学部３年生

学部１年生

学部６年生・修士２年生

研究生・聴講生

学部２年生

学部４年生

無回答

【参加した時期】 

43.6

39.7

20.5

3.8

1.3

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(n=78)

福岡県以外の地域にある企業

福岡市内の企業

福岡県内で，福岡市以外の地域にある企業

その他

無回答

【参加した地域】 
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④参加したインターンシップの形態 

参加したインターンシップの形態は，「短期間で無償」（56.4％）が最も多く，次いで「長

期間で無償」「長期間で有償」（17.9％），「短期間で有償」（15.4％）の順である。 

 

⑤インターンシップを探す際に企業の情報を得た媒体 

インターンシップを探す際に企業の情報を得た媒体は，「大学の先生」（41.0％）が最も多

く，次いで「大学のホームページ，掲示板，相談窓口」（32.1％），「企業のホームページ」（28.2％）

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）福岡の企業へのインターンシップ（問34）               

①福岡の企業へのインターンシップの参加希望 

福岡の企業へのインターンシップの参加希望は，「はい」（81.1％）が８割を超えている。 

 

②参加したいインターンシップの形態 

参加したいインターンシップの形態は，「短期間で有償」（43.6％）が最も多く，次いで「長

期間で有償」（28.9％），「短期間で無償」（22.6％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

  

56.4

17.9

17.9

15.4

0 20 40 60
（％）

全 体(n=78)

短期間（１日～２週間）で無償（給料なし）

長期間（３週間以上）で無償（給料なし）

長期間（３週間以上）で有償（給料あり）

短期間（１日～２週間）で有償（給料あり）

【参加した形態】 

41.0

32.1

28.2

21.8

12.8

11.5

7.7

6.4

1.3

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(n=78)

大学の先生

大学のホームページ，掲示板，相談窓口

企業のホームページ

企業説明会

留学生の友人，知人

日本人の友人，知人

インターンシップ仲介業者

その他

無回答

【企業情報の入手媒体】 

はい

81.1%

いいえ

18.1%

無回答

0.8%

全 体(n=354)

【福岡の企業への 

インターンシップの参加希望】 

短期間で無償

22.6%

短期間で有償

43.6%
長期間で無償

3.8%

長期間で有償

28.9%

無回答

1.0%

全 体(n=287)

【参加したいインターンシップの形態】 
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（８）就職先が決まらなかった場合の予定（問35）             

就職先が決まらなかった場合の予定は，「「特定活動」の在留資格を取得し，就職活動をつ

づける」（44.4％）が最も多く，次いで「母国に帰る」（25.4％），「大学院や他の大学に進学

する」（20.3％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）既卒留学生対象の福岡企業へのインターンシップの参加希望（問36）  

既卒留学生対象の福岡企業へのインターンシップの参加希望は，「参加したい」（90.1％）

が９割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学院や他の

大学に進学する

20.3%

「特定活動」の在

留資格を取得し，

就職活動をつづ

ける

44.4%

母国に帰る

25.4%

その他

4.8%

無回答

5.1%

全 体(n=354)

【就職先が決まらなかった場合の予定】 

参加したい

90.1%

参加したいと

思わない

6.8%

無回答

3.1%

全 体(n=354)

【既卒留学生対象の福岡企業へのインターンシップの参加希望】 
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Ⅵ 帰国後の計画について 

※問37～問39は，問27①で「すぐに帰国する予定」を選んだ回答者への設問 

（１）帰国後の計画（問37）                       

①帰国後の計画 

帰国後の計画は，「就職する」（31.9％）が最も多く，次いで「留学前の所属先に戻る」（29.8％），

「大学などの教員・研究員として働く」（24.4％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②就職したい企業 

就職したい企業は，「母国の企業」（56.6％）が最も多く，次いで「日本の企業で，母国に

展開している企業」（36.8％），「母国・日本以外の企業で，母国に展開している企業」（3.9％）

の順である。 

 

③日本で就職しない理由 

日本で就職しない理由は，「母国で働きたいから」（60.5％）が最も多く，次いで「日本の

企業では，昇進が見込めない・昇進に時間がかかるというイメージがあるから」（26.3％），

「日本の企業では，給与・待遇が良くないというイメージがあるから」（9.2％）の順である。 

  

大学院や他の

大学に進学する

8.0%

就職する

31.9%

大学などの教員・

研究員として働く

24.4%

留学前の

所属先に

戻る

29.8%

創業する

2.1%

その他

3.4%

無回答

0.4%

全 体(n=238)

【帰国後の計画】 

母国の企業

56.6%

日本の企業

で，母国に

展開している

企業

36.8%

母国・日本以外

の企業で，母国

に展開している

企業

3.9%

無回答

2.6%

全 体(n=76)

【就職したい企業】 

60.5

26.3

9.2

7.9

7.9

21.1

1.3

0 20 40 60 80
（％）

全 体(n=76)

母国で働きたいから

日本の企業では，昇進が見込めない・昇進に時間が
かかるというイメージがあるから

日本の企業では，給与・待遇が良くないという
イメージがあるから

日本の企業では，自分の専攻分野や研究成果を
生かせないというイメージがあるから

就職したいと思う企業が日本にないから

その他

無回答

【日本で就職しない理由】 
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（２）帰国後も福岡とのネットワークを大事にしたいか（問38）       

帰国後も福岡で出会った人たちとのネットワークを大事にしたいかは，「強く思う」（65.1％）

が最も多く，次いで「少し思う」（20.6％），「どちらともいえない」（6.7％）の順である。 

「強く思う」と「少し思う」を合わせた『そう思う』の割合は85.7％である。一方，「あまり

そう思わない」と「全くそう思わない」を合わせた『そう思わない』の割合は5.9％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）帰国後にほしい福岡に関する情報（問39）               

帰国後にほしい福岡に関する情報は，「福岡と母国との交流に関する情報」（63.4％）が最

も多く，次いで「福岡での観光に関する情報」（55.0％），「福岡で開催される国際交流イベン

ト，国際会議に関する情報」（54.2％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

  

強く思う

65.1%

少し思う

20.6%

どちらとも

いえない

6.7%

あまり

そう思わない

4.2%

全く思わない

1.7%
無回答

1.7%

全 体(n=238)

【帰国後も福岡で出会った人たちとの 

ネットワークを大事にしたいか】 

63.4

55.0

54.2

46.6

29.8

29.4

19.7

0.8

2.5

1.7

0 20 40 60 80
（％）

全 体(n=238)

福岡と母国との交流に関する情報

福岡での観光に関する情報

福岡で開催される国際交流イベント，
国際会議に関する情報

留学した大学などに関する情報

福岡でのビジネスに関する情報
（商談会，企業の状況など）

福岡での生活に関する情報

福岡での就職に関する情報

その他

欲しいとは思わない

無回答

【帰国後にほしい福岡に関する情報】 

『そう思う』

85.7%

どちらとも

いえない

6.7%

『そう思わない』

5.9%

無回答

1.7%

全 体(n=238)

【帰国後も福岡で出会った人たちとの 

ネットワークを大事にしたいか（３区分）】 
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Ⅶ 日本での創業について 

※問40～問43は，問27②で「日本で創業したいから」を選んだ回答者への設問 

（１）創業したい分野（問40）                      

創業したい分野は，「貿易業」「飲食業」（24.1％）が最も多く，次いで「ＩＴ関連，情報通

信分野」（17.2％），「ホテル・旅館業」「旅行業」「ファッション，デザイン分野」「まだ決め

ていない」（6.9％）の順である。 

 

 

 

 

 

  
貿易業

24.1%

飲食業

24.1%

ホテル・旅館業

6.9%

旅行業

6.9%

新エネルギー

関連分野

3.4%

バイオテクノロ

ジー分野

-

ＩＴ関連，

情報通信分野

17.2%

通訳，語学支援

分野

3.4%

ファッション，

デザイン分野

6.9%

その他

-

まだ決めて

いない

6.9%

全 体(n=29)

【創業したい分野】 
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（２）福岡での創業希望（問41）                     

①福岡での創業希望 

福岡での創業希望は，「はい」（69.0％）が「いいえ」（27.6％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②福岡で創業したい理由 

福岡で創業したい理由は，「福岡が生活しやすいから」（30.0％）が最も多く，次いで「創

業したい分野の関連産業が集積しているから」「創業に役立つ人的ネットワークがあるから」

（20.0％），「創業支援制度が充実しているから」「大学での研究成果を生かしやすいから」

（15.0％）の順である。 

 

③福岡で創業しない理由 

福岡で創業しない理由は，「創業したい分野の関連産業が少ないから」「その他」（25.0％）

が最も多く，次いで「マーケットの規模が小さいから」「創業支援制度が充実していないから」

「大学での研究成果を生かしにくいから」「自分のビジネスプランに合う地域が他にあるから」

（12.5％）の順である。 

 

 

 

  

はい

69.0%

いいえ

27.6%

無回答

3.4%

全 体(n=29)

【福岡での創業希望】 

創業したい分野

の関連産業が集

積しているから

20.0%

創業支援制度が

充実しているから

15.0%

創業に役立つ人

的ネットワークが

あるから

20.0%

大学での研究成

果を生かしやす

いから

15.0%

福岡が生活しや

すいから

30.0%

その他

-

全 体(n=20)

【福岡で創業したい理由】 

創業したい分野

の関連産業が少

ないから

25.0%

マーケットの規模

が小さいから

12.5%

資金調達が難し

いから

-

創業支援制度が

充実していない

から

12.5%

大学での研究成

果を生かしにくい

から

12.5%

自分のビジネス

プランに合う地域

が他にあるから

12.5%

その他

25.0%

全 体(n=8)

【福岡で創業しない理由】 
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（３）FUKUOKA growth next を知っているか（問42）            

FUKUOKA growth next を知っているかは，「知らない」（65.5％）が最も多く，次いで「行

ったことがある」「知っているが，行ったことはない」（17.2％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）創業する際に必要な支援（問43）                  

創業する際に必要な支援は，「創業に関する手続きの支援」（58.6％）が最も多く，次いで

「福岡市による助成金」（48.3％），「福岡市による融資制度の充実」「創業に関する情報」

（20.7％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.6

48.3

20.7

20.7

17.2

17.2

13.8

13.8

10.3

10.3

10.3

6.9

-

-

0 20 40 60
（％）

全 体(n=29)

創業に関する手続きの支援

福岡市による助成金

福岡市による融資制度の充実

創業に関する情報

インキュベート施設の充実

在留資格の変更手続きの簡素化

創業に関する相談窓口

投資家（ベンチャーキャピタリスト）とのマッチング

ビジネスパートナーとのマッチング

創業した元留学生との交流

ビジネスで使う日本語の習得支援

在留資格に関する手続きの支援

ビジネスマナーの習得支援

その他

【創業する際に必要な支援】 

行ったこと

がある

17.2%

知っているが，

行ったことはない

17.2%
知らない

65.5%

全 体(n=29)

【FUKUOKA growth next を知っているか】 
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